
　

小
川
麻
由
美
先
生
の
研
修
会

に
は
何
度
か
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、

ス
ラ
イ
ド
で
の
学
習
の
後
、
実

際
に
デ
ィ
ス
ポ
（
使
い
捨
て
）

の
ガ
ウ
ン
や
手
袋
を
使
用
し

て
、
「
手
指
等
を
汚
染
さ
せ
ず

に
脱
ぐ
」
動
作
は
、
と
て
も
難

し
い
と
い
う
こ
と
を
、
各
自
実

体
験
で
き
た
の
は
大
変
有
意
義

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

30
秒
間
の
手
洗
い
や
ア
ル

コ
ー
ル
擦
式
手
指
消
毒
の
方
法

も
、
先
生
の
説
明
と
実
践
に
よ

手
指
を
汚
染
さ
せ
ず
に
ガ
ウ
ン
や
　
　

手
袋
の
着
脱
を
行
う
参
加
者
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北摂・丹波支部

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
法

            

あ
ら
た
め
て
振
り
返
る

　
北
摂
・
丹
波
支
部
は
１
月
31
日
、
三
田
市
健
康
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

で
院
内
感
染
対
策
研
修
会
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
～
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
！
対
策
を
学
び
乗
り
切
ろ
う
～
」
を
開
催
。
済
生
会
兵
庫

県
病
院
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の
小
川
麻
由
美
氏
を
講
師
に
40
人
が
参

加
し
た
。
前
橋
内
科
循
環
器
科
医
院
看
護
師
の
今
田
啓
子
氏
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　
ま
ず
始
め
に
、
こ
の
た
び
は

貴
重
な
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在
宅
医
療

で
算
定
す
る
機
会
が
あ
る
で
あ

ろ
う
点
数
に
つ
い
て
、
一
通
り

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
こ

れ
か
ら
在
宅
医
療
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
い
う
方
々
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
良
い
研
究
会
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
よ

り
発
行
の
『
在
宅
医
療
点
数
の

手
引
』
は
見
や
す
く
、
か
つ
詳

細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
実

際
の
請
求
事
例
な
ど
も
豊
富
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
し

や
す
い
で
す
。
今
回
の
講
演
で

配
布
さ
れ
た
資
料
は
、こ
の
『
在

宅
医
療
点
数
の
手
引
』
を
要
約

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
あ
わ
せ
て
見
る
と
よ
り
分

か
り
や
す
く
な
る
点
も
良
か
っ

《
感　

想　

文
》
院
内
感
染
対
策
研
修
会　

た
で
す
。

　

講
演
内
容
の
中
で
一
番
複
雑

だ
と
感
じ
た
の
は
、
在
宅
患
者

訪
問
診
療
料
の
「
同
一
建
物
居

住
者
の
場
合
」
で
し
た
。
「
死

亡
日
か
ら
遡
っ
て
30
日
以
内
の

患
者
」
は
同
一
建
物
居
住
者
か

ら
除
か
れ
る
と
あ
り
ま
す
が
、

前
回
分
の
請
求
額
を
徴
収
後
に

急
死
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
既

に
同
一
建
物
居
住
者
と
し
て
の

点
数
で
請
求
し
終
え
て
い
る
例

が
多
く
、
当
院
で
は
結
局
そ
の

ま
ま
の
点
数
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
在
宅
の
分
野

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
例
も

多
く
、
こ
う
い
っ
た
研
究
会
の

場
を
お
借
り
し
て
、
今
後
討
論

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
三
田
市　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ク
リ

ニ
ッ
ク 

職
員 

前
田　

真
穂
】

り
、
分
か
り
や
す
い
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
日
々
の
業
務
の

中
で
、
自
分
自
身
が
正
し
く
で

き
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、

ま
た
、
反
省
す
る
時
間
と
も
な

り
ま
し
た
。

　

相
手
は
目
に
見
え
な
い
も

の
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
動

作
や
、
注
意
一
つ
に
よ
り
、
感

染
が
広
が
る
こ
と
に
も
、
お
さ

ま
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
個
々
の

患
者
さ
ま
方
を
守
る
た
め
、
ま

た
自
分
自
身
も
守
る
た
め
に
も

こ
の
研
修
会
で
得
た
こ
と
を
生

か
し
、
明
日
か
ら
の
業
務
に
臨

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
先
生
に
は
ご
多

忙
な
中
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
三
田
市　

前
橋
内
科
循
環
器

科
医
院

　
　

看
護
師　

今
田　

啓
子
】

《
感　

想　

文
》
在
宅
医
療
点
数
研
究
会

在
宅
医
療
の
請
求
に
役
立
つ

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
２
月
21
日
、
三
田
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

で
「
医
科
・
在
宅
医
療
点
数
研
究
会
」
を
開
催
。
ひ
ろ
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
で
支
部
幹
事
の
廣
瀬
智
先
生
を
講
師
に
、
36
人
が
参
加
し
た
。
サ

ン
ヒ
ル
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
職
員
の
前
田
真
穂
氏
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

講師を務める廣瀬支部幹事

　

三
田
市
は
、
２
月
18
日
に

２
０
１
５
年
度
当
初
予
算
案
を

発
表
し
た
。
子
ど
も
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
無
料
化
の
対
象
を

０
歳
～
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡

大
す
る
こ
と
（
通
院
・
入
院
共

に
所
得
制
限
な
し
）
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
予
算
案
は
３
月
議
会

で
可
決
・
成
立
す
る
見
込
み
。

「
中
３
ま
で
無
料
に
」
を
求
め
、

協
会
、
支
部
が
市
長
、
議
会
に

対
し
運
動
を
す
す
め
て
き
た
成

果
で
あ
る
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
を
構
成
す

る
三
田
市
・
篠
山
市
・
丹
波
市

の
う
ち
、
丹
波
市
と
篠
山
市
は

中
３
ま
で
無
料
を
達
成
し
て
い

た
が
、
三
田
市
は
無
料
化
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
協
会
は

県
下
の
全
市
町
で
無
料
化
が
実

現
す
る
よ
う
、
今
後
も
運
動
を

進
め
て
い
く
。

「
中
３
ま
で
無
料
」

三
田
市
で
も
実
現
へ

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
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活
介
護
が
す
で
に
定
員
を
超
え

て
い
た
。
過
疎
地
で
あ
る
市
で

「
『
医
療
的
ケ
ア
』
と
は
な
ん
ぞ

や
」
か
ら
始
ま
り
、
ど
う
し
た

ら
今
後
と
も
市
内
施
設
で
ニ
ー

ズ
が
あ
る
全
員
を
、
安
心
・
安

全
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
討
論
す
る
場
と
し
て
の

医
療
的
ケ
ア
部
会
を
立
ち
上
げ

た
。
座
長
は
小
児
科
診
療
所
医

師
が
あ
た
り
、
養
護
学
校
、
生

活
介
護
施
設
、
障
害
者
親
の

会
、
市
教
育
委
員
会
、
訪
問
看

護
事
業
所
な
ど
が
原
則
と
し
て

１
カ
月
に
１
回
の
会
議
を
も
っ

た
。
事
務
局
は
市
福
祉
課
に
置

い
た
。
人
口
４
万
人
の
小
さ
な

市
で
も
、
顔
す
ら
見
た
こ
と
も

な
か
っ
た
担
当
者
や
責
任
者
が

定
期
的
に
討
論
し
て
き
た
。

　

ま
ず
は
「
顔
の
見
え
る
関
係

性
」
と
「
現
状
の
課
題
」
を
確

認
す
る
た
め
に
、
市
民
向
け
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
２
０
１
４
年

12
月
13
日
の
午
後
に
開
催
し

た
。
人
工
呼
吸
器
を
常
時
装
着

し
た
小
学
生
の
母
親
が
、
は
じ

め
て
地
域
で
発
言
す
る
機
会
を

得
た
。
そ
の
場
に
は
市
長
以
下
、

部
長
な
ど
多
く
の
責
任
者
や
関

係
者
も
含
め
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。
何
に
困
っ
て
い
る
か
、

市
に
は
ど
ん
な
リ
ソ
ー
ス
が
あ

る
か
、
ど
う
し
た
ら
安
全
で
安

心
な
地
域
で
の
生
活
が
送
れ
る

か
等
を
討
論
し
た
。

　

２
０
１
５
年
春
の
地
域
で
の

受
け
入
れ
と
今
後
の
具
体
的
な

地
域
支
援
の
拡
大
策
が
話
し
合

わ
れ
て
い
る
。
３
号
研
修
の
研

修
費
公
費
助
成
、
研
修
の
当
地

開
催
を
決
定
し
、
さ
ら
に
通
所

看
護
、
診
療
所
で
の
「
医
療
型

特
定
短
期
入
所
」
の
開
設
や
病

児
保
育
と
の
一
体
化
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

  

　

今
年
１
月
に
、
今
西
良
壽
先

生
の
瑞
宝
双
光
章
受
賞
記
念
祝

賀
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
年
障
害
児
教
育
に

携
わ
っ
た
今
西
先
生
は
じ
め
、

辻
重
五
郎
丹
波
市
長
、
酒
井
隆

明
篠
山
市
長
と
も
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
、
祝
賀
会
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
酒
井
市
長
は
、

篠
山
の
障
害
児
教
育
の
流
れ
を

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
も
引

用
し
な
が
ら
詳
し
く
報
告
さ

れ
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
で
き
る
医
療
的
ケ

ア
児
者
へ
の
地
域
の
支
援
の
一

策
と
し
て
、
障
害
児
者
の
場
合

は
「
３
号
研
修
」
の
実
施
が
あ

る
。
主
治
医
の
指
示
書
と
指
導

看
護
師
の
下
で
、
非
医
療
職
が

一
定
の
研
修
後
に
吸
引
や
経
管

栄
養
の
実
施
に
あ
た
る
。
医
療

の
み
に
依
存
し
て
い
て
は
、
障

害
児
者
が
24
時
間
の
家
族
支
援

を
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
北
欧
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ

ス
ト
制
度
の
よ
う
に
、
一
人
の

障
害
者
に
対
し
て
、
多
く
の
支

援
者
が
一
定
の
力
量
（
免
許
）

を
持
っ
て
、
そ
の
地
域
で
安
心
・

安
全
な
日
常
生
活
を
支
援
し
、

ま
た
、
こ
の
研
修
シ
ス
テ
ム
を

県
と
し
て
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
「
地
域
自
立
支

援
協
議
会
」
の
活
用
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
支
援

の
場
を
、
２
０
１
２
年
４
月
か

ら
自
立
支
援
協
議
会
と
し
て
運

営
活
性
化
す
る
こ
と
を
厚
労
省

当
局
が
通
知
し
た
。
丹
波
圏
域

の
篠
山
市
で
は
、
14
年
春
に
地

域
自
立
支
援
協
議
会
の
一
部
会

と
し
て
「
医
療
的
ケ
ア
部
会
」

を
市
福
祉
部
に
依
頼
し
、
発
足

さ
せ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

市
内
養
護
学
校
を
卒
業
し
た
医

療
的
ケ
ア
必
要
児
が
、
卒
業
後

の
春
か
ら
利
用
で
き
る
「
生
活

介
護
」
通
所
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

市
内
の
看
護
師
複
数
常
駐
の

医
療
的
ケ
ア
が
対
応
で
き
る
生

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
者
支
援

過
疎
地
で
の
小
さ
な
試
み

篠
山
市
　
杉
本
　
健
郎

《会員投稿》

【
森
下
順
彦
支
部
長
の
コ
メ
ン
ト
】

障害を持っていても安全・安心に暮らすにはどう
したら良いか、杉本先生が参加者に問題提起した


